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1857医学伝習所（長崎大学の創基）
本邦初のワクチン、種痘が長崎から全国に普及

2022 感染症研究出島特区 開設
長崎発ワクチン・治療薬を世界へ！

極東の島国：日本の西崖に存する長崎大学の
歴史は、江戸幕末オランダ人医師による医学伝習
所の開設に始まる。当時の日本で流行した感染
症のほとんどが長崎の出島を通して外来性にもたら
され、同様に最初のワクチン：種痘も長崎から全
国に普及した。こんな歴史的背景と、幾多の感染
症濃厚流行地である離島を抱える地域特性に基
づき、長崎大学にとって感染症は、開学以来160
年余にわたって最重要の教育・研究課題であった。
とくに昭和42年の熱帯医学研究所の発足は、
長崎大学が研究フィールドを熱帯地域途上国へと
国際展開する一大転機となった。さらに、平成16
年の国立大学法人化以降は、大学の最大の個
性として、感染症を中心とした熱帯医学、臨床医
学、国際保健学の領域における教育・研究を戦
略的に推進し、他の機関にはない日本ではオン
リー・ワンの重要な感染症研究・人材育成基盤を
構築し、特色ある発展を遂げている。

森田公一
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2011 先端機器整備事業(BSL3対応PET/SPECT/CT他)

2003-2007 21世紀ＣＯＥプログラム「熱帯病・新興感染症制御戦略拠点」

2008-2012 グローバルＣＯＥプログラム「熱帯病新興感染症統合制御戦略」

2005– ケニア拠点
2005– ベトナム拠点
2010– 全国共同利用・熱帯医学研究拠点

長崎医科大学附属東亜風土病研究所1942

1979-2006
熱帯医学研究所
ケニアへの長崎大学医療団の派遣1966

JICA ケニア感染症研究プロジェクト
1967

2018 卓越大学院
2022 プラネタリーヘルス学環開設
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2005  医歯薬学総合研究科 熱帯医学修士課程

2007  国際健康開発研究科 修士課程

2012 医歯薬学総合研究科 リーディング大学院
「熱帯病・新興感染症」

2015   熱帯医学・グローバルヘルス研究科 修士課程
2018 同 博士後期課程（ロンドン大学とJoint PhD）

1978  熱帯医学研修課程（3ヶ月コース）

感染症関連教員・研究員総数164名：
教授47名、准教授・講師31名、助教57名、研究員29名（令和4年5月1日現在）

熱帯医学研究所

日本を代表
する感染症
熱帯医学
研究拠点

海外感染症研究拠点

アジア
アフリカ
に展開

高度安全実験(BSL-4)施設
エボラウイルス
などのBSL-4
病原体の取り
扱いが可能

リーディング大学院

熱帯医学･グローバルヘルス研究科
医歯薬学総合研究科

「熱帯病・新興感染症グローバル
リーダー育成プログラム」

卓越大学院プログラム
ロンドン大学衛生熱帯医学大学院と
のJoint-PhD Degreeプログラム

歴史：プラネタリーヘルス学環

長崎大学病院
第一種感染症指定医療機関

一類感染症患者
の治療が可能な

病床

高度感染症研究センター

特色ある長崎大学の感染症研究･教育の歴史

高度感染症研究センター（共同利用・共同研究拠点）
2021 高度安全実験施設（BSL-4施設）竣工
感染症共同研究拠点2017

1994 WHO研究協力センター認定（熱帯・新興ウイルス感染症）



2022

2011 先端機器整備事業(BSL3対応PET/SPECT/CT他)

2003-2007 21世紀ＣＯＥプログラム「熱帯病・新興感染症制御戦略拠点」

2008-2012 グローバルＣＯＥプログラム「熱帯病新興感染症統合制御戦略」

2005– ケニア拠点
2005– ベトナム拠点
2010– 全国共同利用・熱帯医学研究拠点

長崎医科大学附属東亜風土病研究所1942

1979-2006
熱帯医学研究所
ケニアへの長崎大学医療団の派遣1966

JICA ケニア感染症研究プロジェクト
1967

2018 卓越大学院
2022 プラネタリーヘルス学環開設

3

2005  医歯薬学総合研究科 熱帯医学修士課程

2007  国際健康開発研究科 修士課程

2012 医歯薬学総合研究科 リーディング大学院
「熱帯病・新興感染症」

2015   熱帯医学・グローバルヘルス研究科 修士課程
2018 同 博士後期課程（ロンドン大学とJoint PhD）

1978  熱帯医学研修課程（3ヶ月コース）

感染症関連教員・研究員総数164名：
教授47名、准教授・講師31名、助教57名、研究員29名（令和4年5月1日現在）

熱帯医学研究所

日本を代表
する感染症
熱帯医学
研究拠点

海外感染症研究拠点

アジア
アフリカ
に展開

高度安全実験(BSL-4)施設
エボラウイルス
などのBSL-4
病原体の取り
扱いが可能

リーディング大学院

熱帯医学･グローバルヘルス研究科
医歯薬学総合研究科

「熱帯病・新興感染症グローバル
リーダー育成プログラム」

卓越大学院プログラム
ロンドン大学衛生熱帯医学大学院と
のJoint-PhD Degreeプログラム

歴史：プラネタリーヘルス学環

長崎大学病院
第一種感染症指定医療機関

一類感染症患者
の治療が可能な

病床

高度感染症研究センター

特色ある長崎大学の感染症研究･教育

高度感染症研究センター（共同利用・共同研究拠点）
2021 高度安全実験施設（BSL-4施設）竣工
感染症共同研究拠点2017

1994 WHO研究協力センター認定（熱帯・新興ウイルス感染症）



長崎大学病院

海外拠点の活用
• 長崎大学ケニア拠点：ケニア中央医学研究所（KEMRI）、

ケニヤッタ国立病院（国内最大規模）と連携

• 長崎大学ベトナム拠点：ベトナム国立衛生疫学研究所（NIHE)、
バクマイ病院、カンホア病院等との連携

感染症の臨床に強い長崎大学

シナジー拠点副拠点長

• 特定機能病院 （平成6年1月承認）
• 第一種感染症指定医療機関（平成23年12月指定）

一種感染症患者の集中治療にも対応
• 臨床研究センター （センター長：山本弘史）
• 臨床研究中核病院 （令和3年12月承認申請）

令和５年秋までに承認予定
• 感染症医療人育成センター （センター長：古本 朗嗣）
• 感染制御教育センター （センター長：泉川公一）

• 長崎大学フィリピン拠点：フィリピン国立感染症病院（サンラザロ病院）
との連携

• デング熱、レプトスピラ症、狂犬病、ジフテリア、破傷風、流行性髄膜炎等の研究
• 感染症研修の実施、感染症診断ラボを設置

• 西ナイル熱、チクングニア熱、住血吸虫、リーシュマニアなどの顧みられない熱帯病、
マラリア、感染性下痢症に関する研究、BSL-3施設

• ケニヤッタ国立病院との連携協定（長崎大学6年次医学部生研修の実施等）

• デング熱、ジカ熱、野生動物由来の未知の病原体、呼吸器感染症、感染性下痢症、
新型コロナウイルス関する研究
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長崎大学
熱研

ケニア
拠点

ベトナム
拠点

ロンドン大学
衛生・熱帯医学大学院

LSHTM

４大学感染症研究教育拠点連合
(JUPITRE)

・長崎大熱研、北大人獣センター、
東大医科研、阪大微研

・研究・人材育成連携

・あわじしま感染症・免疫フォーラム

J

J
J

J

JJ

J

J

感染症研究国際展開戦略プログラム（J-GRID） ９海外拠点J 共同研究

J

長崎大学が有する強み
～厚い熱帯病・感染症研究連携ネットワーク～

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
熱研の大きな強みは、厚みのある国内外の研究ネットワークの存在にあります。国内の北大・東大・阪大と連携した4大学感染症拠点連合では若手人材育成が進み、前述したケニア、ベトナムの拠点をハブに広域のネットワークが進展しております。さらにジェイ・グリッド（J-GRID）プログラムでは途上国を中心にした9つの感染症拠点ネットワークの主要なメンバーとして新興感染症の対策研究を行ってきました。最近では研究科を介してロンドン大学衛生熱帯医学校との連携を強めております。
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熱帯医学分野（長崎大学と世界論文数上位30機関との比較、2012-2016）

国
際
共
著
率

Top10％論文割合

国内では
論文数、被引用数１位

熱帯医学研究分野の強み
～高い研究水準～

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に熱研の熱帯医学分野での研究水準の高さについて国際共著率とTop10％論文の割合を指標としてお示しいたします。ここでは、2016年までの5年間の論文数が世界30位までの研究機関を対象として、分析しております。その結果、長崎は共著率７０％以上でTop10% が１５％以上の最上位15校の中に数えられ、いくつかの有名大学と伍していることが明確に示されました。もちろん国内では1位です。



国内の製薬・ワクチン開発企業との連携・共同研究の実施例

寄附研究部門

熱研内に４分野からなる寄附部門
（シオノギグローバル

感染症連携部門）を開設
（2019-2023）

マラリア創薬・ワクチン開発

シオノギ製薬

薬剤開発

ワクチン開発

診断法開発

抗ウイルス薬の
開発・評価

富士フイルム富山化学

大鵬薬品

COVID-19に対する
治療薬の共同開発

ラクオリア製薬

エーザイ

ボナック(核酸創薬)

エボラウイルス病
に対する

治療薬の共同開発

ラクオリア製薬

抗RNAウイルス活性
を呈する既存薬検索

IDファーマ

SFTSウイルスに対する
ワクチン開発研究

KMバイオロジクス

蛍光LAMP法による
ウイルス検査法開発

キヤノンメディカル

7

包括連携
協定締結

長崎大学が有する強み
～産業界との連携～
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「感染症研究出島特区」（令和4年4月新設）
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次世代人材育成

◎有事：特区長の指揮の下、ワクチン等の研究開発を機動性をもって推進。

特区長を中心とした独立性・自律性の高いガバナンス体制
〇平時： 各研究者の自由な発想による研究に加え、基礎から開発までの研究を

グループ間連携により一気通貫で行うことで有事の連携に備える。

BSL-4施設

感染症制御に向けた一気通貫研究

最先端感染症イメージング器機

臨床研究

企業連携 企業連携

アフリカ・アジア海外教育研究拠点

社会
実装

病原体の
分離・同定

診断法開発
伝播経路解明

感染の
分子基盤解明

創薬
ワクチン開発

治験

長崎大学のポストコロナ感染症研究の新たな取り組み
-アウトブレイク制御に向けた出島特区での一気通貫研究-

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新興感染症病態制御学系専攻感染症研究者養成コース大学病院の感染症専門医師教育専門医教育でのボトルネックは厚労が専門医教育の研修医数を大学ごとに 制限していることなので、今回厚労に点をアピールできるだけでも良い機会と思いま す。 �



• 高病原性ウイルスと熱帯性病原体への対応:
大学内でワクチン・医薬品開発を自己完結できる体制を確立し、
要請に応じて企業等と共同して有効なワクチンを迅速に社会に
供給する（重点感染症や新出現感染症への対応を含む）。

• AI活用によるワクチン開発の新機軸創出：
AI活用による病原体・ヒトの両者の遺伝子情報に基づくユニ
バーサル・エピトープ同定技術を基盤とし、あらゆる病原体のワク
チンデザインに応用可能なワクチン開発フローを創出する。

将来展望 （10年後のビジョン）

AI
本学のBSL-4施設や海外拠点をや全国の研究者の
共用に供し、オール・ジャパン体制でのワクチン・医薬
品開発のための不可欠な役割を果たす。

検査車でのエボラウイルス野外検査
（ギニア、2016年）

10

・オール・ジャパン体制での開発体制の確立：



おわりに
本学は大学の最大の個性として、感染症を中心とした熱帯
医学、臨床医学、国際保健学領域の教育・研究を戦略的
に推進し、オンリー・ワンの重要な研究・人材育成基盤の構
築と特色のある発展を成し遂げてきた。将来起こりうるパンデ
ミックへの迅速な対応を可能とするワクチン・医薬品研究開発
体制のさらなる充実を進め、世界の感染症対策に寄与した
いと考えている。

https://dida.nagasaki-u.ac.jp/

ご清聴ありがとうございました。
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